
第3期「高槻市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定について 
 

１ 目的 

「第２期高槻市まち・ひと・しごと創生総合戦略」が計画期間を満了するため、国から示された最

新の将来人口推計や国が策定した「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を踏まえ、「第３期高槻

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定する。 

 

２ 策定にあたって 

① 高槻市人口ビジョン 

今回推計（令和５年推計）と前回推計（平成３０年推計）の比較 

   ・２０５０年時点の推計人口        273,570人【前回】 ⇒ 300,685人【今回】 

   ・人口減少率（令和２年→令和３２年）    －２０．９％【前回】 ⇒   －１４．７％【今回】 

 

② 第2期高槻市まち・ひと・しごと創生総合戦略  

数値目標の達成状況 
数値目標 第２期策定時 第２期目標値 実績値 達成状況 

社会増減数 －20１人 

（平成２７～令和元年の平均） 

プラスに転じる 

（令和２～６年の平均） 

20３人 

（令和元～令和５年の平均） 
◎ 

合計特殊出生率 １．３５ 

（令和元年） 

１．５６ 

（令和６年） 

１．３３ 

（令和４年） 
× 

健康寿命の延伸 【平均寿命】 

男性８２．４年 女性８８．０年 

（平成２９年） 

【健康寿命】 

男性８１．２年 女性８５．３年 

（平成２９年） 

平均寿命の増加分を上回る 

健康寿命の増加 
 

※「第３次・健康たかつき21」 

（終期：令和５年度）で 

定める目標値。 

【平均寿命】 

男性８２．７年 女性８８．８年 

（令和３年） 

【健康寿命】 

男性８１．３年 女性８５．８年 

（令和３年） 

○ 

◎（目標を達成している)、○（目標値に至っていないが、策定時値より改善している）、×（目標値に至っておらず、策定時値より改善していない） 

 

③ デジタル田園都市国家構想総合戦略 

国において、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す「デジタル田園都市

国家構想」の実現に向け、デジタルの力を活用しつつ、地域の個性を生かしながら地方の社会課

題解決や魅力向上の取組を加速化、深化していくため、令和４（２０２２）年１２月に、「まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」を抜本的に改訂し、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定。 
⇒ デジタルを活用した地方創生に資する事業・取組については、「第３期高槻市まち・ひと・しごと創生

総合戦略」に位置付けることで、地域再生制度（各種交付金・企業版ふるさと納税等）を活用可能
となる。 

 

■第３期高槻市総合戦略の考え方（イメージ） 

 

「第６次総合計画」の全分野を網羅 

資料２ 



３ 計画期間 

令和７年度 ～ 令和９年度（３年間） 

・国の総合戦略に終了年度を合わせて、令和９年度までの計画とする。 

 

４ 第２期総合戦略からの主な変更点 

（１）人口ビジョンの更新 

・国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口（令和５年推計）」に基づいて、人 

口ビジョンを更新 

 

（２）数値目標の設定 

・従来までの「社会増減数」「合計特殊出生率」「健康寿命の延伸」について目標を再設定 

数値目標 現状値 目標値 

社会増減数 
20３人  

（令和元年～令和５年の平均） 

社会増を維持 

（令和5年～令和9年の平均） 

合計特殊出生率 １．３３（令和４年） 

 

１．６３（令和９年） 

 

健康寿命の延伸 

【平均寿命】 

男性８２．７年 女性８８．８年 

（令和３年） 

【健康寿命】 

男性８１．３年 女性８５．８年 

（令和３年） 

平均寿命の増加分を上回る 

健康寿命の増加 

※合計特殊出生率は、国の「少子化対策大綱」が示す「令和１２年の国民希望出生率１．８」から算出 

 

（３）KPI（重要業績評価指標）の設定 

・「まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会」における審議のうえ、数値目標の達成に関連する

KPIを、基本目標に設定 

 

５ 今後のスケジュール 

8月 ８日    第１回 まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

10月         第２回 まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

１２月中旬～  パブリックコメント 

令和７年２月  策定 

令和７年３月  公表 

 


